
デジタルPCR実験立ち上げのポイント

～測定原理・ワークフロー・リアルタイムPCRからの移行～

普段ご使用いただいているリアルタイムPCRは第二世代のPCR装置です。
第一世代のエンドポイントPCR法では、電気泳動で得られたバンドの濃さを
ターゲット核酸量の指標とする半定量法である為、正確なコピー数の定量がで
きませんでした。
一方のリアルタイムPCRでは、核酸の増幅量をリアルタイムに測定し、増幅曲線
と検量線に基づいてコピー数を定量できるようになりました。リアルタイム
PCRは、感度の高い遺伝子解析技術として現状幅広いアプリケーションで使用
されています。
しかしながら、従来のPCR技術の能力を超えたより深い情報を必要とする場合、
第三世代のデジタルPCRは、そのギャップを減らし、日々の研究における問い
に取り組むあたり実用的な技術となっています。
本セミナーでは、より高精度に定量を行うことができるデジタルPCRの最新技
術について紹介します。

2024年

7月18日(木)

13:00-14:00

会場：亜熱帯島嶼棟3階 セミナー室

※Zoom(ウェビナー)からの参加も可能です。

【申し込み】

対面定員：20名程度 申し込み締め切り：7/16(火)
下記URL：https://forms.office.com/r/CyeYsR3fA0
もしくはQRコードからお申し込みください。

【問い合わせ先】
株式会社キアゲン ライフサイエンス営業部
小佐井達観
Mail：tatsumi.kosai@qiagen.com
Tel：070-1534-5877

研究基盤統括センター マネジメント部門
Mail : rfc-mgmt@acs.u-ryukyu.ac.jp 
Tel : 098-895-9078

参加費無料 デジタルPCR、TissueLyser3のﾃﾞﾓ実施企画中
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